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１．はじめに 

 本研究は、将来のお小遣いの形式を検討するも

のである。 

 携帯電話やスマートフォンは大人だけでなく

子どもにも普及している。特にスマートフォンに

おいて、子どもがゲーム機としての使用すること

が多い。スマートフォンのアプリは課金をしてス

トーリーを進めたり、アイテムを購入したりする

ことが簡単にできてしまう。お小遣いの範囲内で

あれば課金をしてもよいというルールを決めてい

る家庭もあるだろう。この場合、従来現金を手渡

ししていたお小遣いが、電子化されたお金として

使用されることになる。 

このことから、将来のお小遣いは現金ではなく、

電子マネーで渡すことになるのではないかと考え、

研究を進めることにした。 

なお、本稿ではソーシャルゲームへの課金や習

い事、鉄道利用料金もお小遣いの範囲に含むこと

とする。 

 

２．調査の方法 

 インターネットを中心に文献調査を行った。 

 

３．結果・考察 

 主な結果は 6つあり、それぞれに考察を加える。 

３．１． 電子マネーの利用場所 

交通機関（16.2%）、次いでスーパーマーケット

（7.4%）、コンビニエンスストア（5.5%）である。 

 都道府県別では、関東と近畿で交通機関の利用

が最も多く、その他の地域ではスーパーマーケッ

トが最も高い値を示している [1]。（図 1） 

 人口密度が高く、交通機関が発達している地域

が電子マネーの利用経験に大きく関わっているの

ではないか。 

 

図 1 電子マネーの利用場所 

 

３．２．旅客者数、人口密度、電子マネー利用者

の関係性 

表 1 に各項目の相関を示す。 

 

表 1 相関係数 

 

表 1 より、電子マネーの利用場所は交通網に依

存していると考えられる。 

 

３．３．電子マネーの利用金額 

 電子マネーの利用場所は交通網に依存している。

理由は電子マネーが交通網などの少額決済に適し

ているからだ。 

首都圏で主に利用されている「Suica」と

「PASMO」の 1 回の利用金額は前者が 819 円、

後者が 427 円となった。 

また、近畿圏で主に使用されている「PiTaPa」

は 742 円であった [2]。 

どれも 1,000 円以内の少額決済に使用されてお

り、利用できる区間が狭いほど、利用料金が低額

になると考えられる。



３．４．利用経験の差 

関東での利用経験が圧倒的に多い。 

クラスター分析により、人口密度と旅客数、電

子マネー利用者を地域別に類似性の高いグループ

に分類することで明らかとなった。（図 2） 

 

図 2 地域別利用経験の差 

 

また、中学生・高校生の利用経験は、関東で 6

割前後、その他の地域では 3 割前後であった [3]。 

さらに、平成 22 年の通学定期券販売枚数は首

都圏で 1,702 枚、近畿圏では 764 枚、中京圏では

336 枚であった [4]。 

電子マネーが頻繁に利用されている鉄道網の地

域差が、電子マネーの利用経験に影響を及ぼして

いるのではないかと考えられる。 

 

３．５．ソーシャルゲームへの課金 

鉄道系電子マネーと同様に少額である。 

なぜなら、15 歳から 19 歳までのソーシャルゲ

ームにおける 1 回あたりの平均課金額は iPhone

ユーザーで 777 円、Android ユーザーでは 596 円

であるからだ [5]。 

また、37.5%の子どもがソーシャルゲームへの課

金経験があると答えた [5]。 

 

３．６．将来のお小遣い 

将来のお小遣いは現金と電子マネーの両方でも

らうようになると考える。 

両者の役割を分担することで、子どもの教育に

役立てることができると考えたからだ。 

現金でもらうお小遣いは、使い道を子ども自身

が決め、電子マネーは親が多少制限を設けること

に使用すると良いだろう。 

 

４．まとめと今後の課題 

情報社会の中で、文字が電子化されたように、

現金も電子化されるものとなった。現金と電子マ

ネーは、それぞれ必要とされる用途がある。今後

しばらくはその両方を上手く使い分けることで、

我々の生活を豊かにすることができるだろう。 

電子マネーが今後さらに普及していく環境にお

いて、現金と電子マネーの正しい使い方を学ぶこ

とは子どもたちにとって必要な教育である。 

ICT 教育が推進される中で、時代に合わせた教

育を進めていくべきだろう。 
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